
採択された請願はどうなった！
遊
歩
道
復
旧
整
備
を
要
望（
国
定
公
園
帝
釈
峡
）

　

神
石
高
原
町
と
庄
原
市
に
ま
た
が

る
国
定
公
園
「
帝
釈
峡
」
の
遊
歩
道

は
落
石
な
ど
で
14
年
間
通
行
止
め
と

な
っ
た
ま
ま
で
、
上
帝
釈
狭
と
神
龍

湖
は
分
断
さ
れ
観
光
振
興
の
大
き
な

マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

牧
野
町
長
と
岡
﨑
議
長
ら
は
３
月

８
日
、
庄
原
市
長
・
同
議
長
ら
と
共

に
県
庁
を
訪
れ
、「
遊
歩
道
の
復
旧
・

整
備
を
求
め
る
要
望
書
」
を
湯
﨑
知

事
に
手
渡
し
、
早
期
復
旧
整
備
を
強

く
要
請
し
ま
し
た
。

湯﨑県知事（右）に要望書を手渡す牧野町長ら（知事室）

追跡
今はどうなっているか？追跡しました

ありゃあどうなった？ありゃあどうなった？
神
石
高
原
か
が
や
き
ネ
ッ
ト

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ 

開
局

『
利
用
料
金
全
額
免
除
』４
月
末
ま
で

　

４
月
1
日
か
ら
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
町
内
全

て
の
加
入
者
宅
で
視
聴
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
本
格
的
運
用
は
、

５
月
１
日
以
降
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
全
町
内
に
放
送
を
開
始
し
ま
す
が
、
４
月
分
の
“
か

が
や
き
ネ
ッ
ト
”の
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
全
額
免
除
で
す
。

　

ま
た
、
４
月
中
は
、
現
在
の
施
設
で
行
政
情
報
を
継
続
し
ま
す
。

な
お
、
三
和
地
区
の
有
線
料
金
は
無
料
と
し
、
豊
松
地
区
の
オ
フ

ト
ー
ク
は
４
月
末
日
で
廃
止
す
る
予
定
で
す
。

視
聴
で
き
ま
す

　

宅
内
工
事
が
完
了
し
た
ご
家
庭
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
や

デ
ー
タ
ー
放
送
な
ど
視
聴

が
で
き
、
告
知
端
末
機
で

は
、
ラ
ジ
オ
放
送
や
町
内

無
料
通
話
が
で
き
る
Ｉ
Ｐ

電
話
も
利
用
可
能
で
す
。

議
会
中
継
は
６
月

　

６
月
議
会
に
お
い
て
、

議
会
中
継
（
一
般
質
問
）

を
録
画
放
送
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

特集記事

◎
「
国
定
公
園

帝
釈
峡
遊
歩

道
の
復
旧
・
整

備
を
求
め
る
請

願
書
」
は
昨
年

11
月
25
日
、
神

龍
湖
振
興
研

究
会
会
長
榧

木　

晃
さ
ん
か

ら
６
０
５
５
人

の
署
名
と
と
も

に
岡
﨑
議
長
に

提
出
さ
れ
ま
し

た
。 議

会
の

取
り
組
み
は

　

湯
﨑
知
事
は
、「
遊

歩
道
の
安
全
性
が
第

一
で
は
あ
る
が
地
元

の
や
ろ
う
と
い
う
思

い
、
意
欲
が
大
事
で

あ
る
。
お
互
い
知
恵

を
出
し
合
う
こ
と
が

一
番
大
切
だ
。」と
述

べ
ま
し
た
。

　
（
広
島
県
は
「
瀬
戸

内　

海
の
道
構
想
」
と

連
動
す
る
「
中
山
間
地

域
観
光
メ
ニ
ュ
ー
強

化
事
業
」
で
帝
釈
峡
の

活
性
化
に
取
り
組
む

事
を
決
定
。）

議会活動報告

◎
12
月
８
日　

議
会
と
し
て
全
議
員

に
よ
る
現
地
調
査
を
実
施
。

◎
12
月
21
日　

12
月
定
例
会
で
全
会

一
致
で
採
択
。

◎
平
成
23
年
１
月
27
日　
岡
﨑
議
長

と
上
山
副
町
長
ら
は
庄
原
市
を
訪
れ

両
市
・
町
の
連
携
で
県
へ
要
望
す
る

よ
う
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。　
　

◎
平
成
23
年
３
月
８
日　

牧
野
町

長
、
岡
﨑
議
長
ら
は
県
庁
を
訪
れ
湯

﨑
県
知
事
、
林
県
会
議
長
に
要
望
書

を
提
出
。

自
然
の
恵
み
の
物
語

　

新
校
舎
で
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
４
月
７
日
）

　
〔
自
然
の
恵
み
の
物
語
〕
を
テ
ー
マ
に
、

太
陽
と
地
球
の
恵
み
に
感
謝
し
て
環
境
や

風
土
を
大
切
に
思
う
児
童
の
育
成
を
目
指

す
た
め
、
特
徴
の
あ
る
校
舎
で
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル

○
校
舎
中
央
に
多
目
的
ホ
ー
ル
を
設
置
し
、

ホ
ー
ル
を
中
心
に
各
教
室
の
配
置
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
多
目
的
ホ
ー
ル
へ
段
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

式
典
や
発
表
会
な
ど
各
種
行
事
に
活

用
で
き
ま
す
。

地
元
産
ヒ
ノ
キ
の
ぬ
く
も
り

○
２
階
通
路
の
手
す
り
や
そ
の
他
、
内

装
材
に
地
元
産
（
ヒ
ノ
キ
）
を
多
用
し
、

木
の
ぬ
く
も
り
、
美
し
さ
、
落
ち
着
き

の
あ
る
空
間
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
ス
ク
ー
ル
校
と
し
て

○
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置（
校
舎
屋
根
）

○
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム（
冷
暖
気
）

○
蓄
熱
式
暖
房
機（
普
通
教
室
）

○
床
暖
房（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

○�

雨
水
再
利
用
シ
ス
テ
ム
（
グ
ラ
ウ
ン
ド

芝
生
の
散
水
な
ど
）

交
流
広
場

○
異
学
年
交
流
の
場
と
し
て
、
談
話
コ
ー

ナ
ー
や
交
流
広
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

芝
生
の
校
庭

○
体
力
づ
く
り
や
活
動
的
な
子
ど
も
を
育

成
す
る
た
め
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

新

生

三
和
小
学
校　

開
校

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

“
か
が
や
き
ネ
ッ
ト
”
を

め
ざ
し
ま
す
。

光ケーブル架設工事

完成した「新三和小学校」

甲
子
園
出
場
を
め
ざ
し
て
！

　

多
く
の
先
輩
が
、
汗
と
涙
を
流
し

た
天
神
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
毎
日
一

生
懸
命
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
部
員
は
、
２
年
生
12
人
、
３
年

生
10
人
の
22
人
で
す
。
今
年
は
新
１
年

生
も
多
く
入
部
す
る
予
定
な
の
で
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
導
入
し

て
い
た
だ
き
、
各
地
で
の
対

外
試
合
も
多
く
組
む
こ
と
が

出
来
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
実
力
も
向
上
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
で
も
多
く
勝
ち
進

み
、
町
民
の
方
々
に
元
気
を

与
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
全
国
高
校
野
球
選
手
権

大
会
が
、
７
月
９
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　

３
年
生
に
と
っ
て
最
後
の

大
会
で
す
。
甲
子
園
出
場
を

目
標
に
、
全
力
を
尽
く
し
ま

す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
油
木
高
校
野
球
部
一
同
）

ガ

ン

バ

レ

　

油

木

高

校

！

ガ

ン

バ

レ

　

油

木

高

校

！

今回の特集記事  油木高校野球部!!
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